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一
　
は
じ
め
に

　

長
耳
三
蔵
は
、
そ
の
学
説
が
多
く
の
学
僧
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

素
性
の
は
っ
き
り
し
な
い
人
物
で
あ
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
長
耳
三
蔵
と
は
、

北
斉
か
ら
隋
に
か
け
て
活
動
し
た
訳
経
僧
、
那
連
提
耶
舎
（
四
九
〇
～
五
八
九
）

の
別
名
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
、
先
行
研

究
と
は
別
の
観
点
か
ら
長
耳
三
蔵
と
い
う
人
物
を
捉
え
直
し
て
み
た
い
。

　

長
耳
三
蔵
に
関
す
る
言
説
を
整
理
す
る
と
、
い
ず
れ
も
引
用
の
繰
り
返
し
に

よ
っ
て
継
受
さ
れ
た
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
長
耳
三
蔵
の
思

想
を
伝
え
る
根
本
と
な
っ
た
文
献
は
早
く
に
失
わ
れ
、
孫
引
き
に
よ
っ
て
断
片

的
な
学
説
が
流
布
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
文
献
ご
と
に
引
用

元
を
た
ど
る
こ
と
で
、
長
耳
三
蔵
に
関
す
る
言
及
は
い
く
つ
か
の
系
統
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
間
の
関
係
を
考
え
て
い
く

と
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
交
差
し
な
い
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
本
稿
で
は
、
以
上

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
長
耳
三
蔵
と
い
う
人
物
や
そ
の
思
想
が
広
く
伝
え
ら
れ

た
背
景
を
考
察
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
仏
教
に
お
い
て
異
国
僧
と
い
う

存
在
が
如
何
に
し
て
受
容
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

二
　
長
耳
三
蔵
に
言
及
す
る
諸
文
献
と
そ
の
系
統

　

最
も
早
く
長
耳
三
蔵
の
名
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、
智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）

撰
『
維
摩
経
文
疏
』
巻
五
に
お
い
て
で
あ
る
。
智
顗
は
『
維
摩
経
』
仏
国
品
の

「
彼
時
仏
与w

無
量
百
千
之
衆a

恭
敬
囲
繞
、
而
為
説p

法
。」
（
（
（

と
い
う
経
文
の
註

釈
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

而
為
説
法
者
、昔
尚
統
師
、問w

長
身マ

マ

耳
三
蔵
師q

云
、仏
時
与w

無
量
大
衆q

説w
何
等
法z

答
曰
、
説w

普
集
経z

普
集
者
、
即
方
等
教
摂
（
（
（

。

　

引
用
傍
線
部
の
「
長
身4

耳
三
蔵
師
」
は
、
湛
然
（
七
七
一
～
七
八
二
）
抄
出

の
『
維
摩
経
略
疏
』
で
は
「
長
耳
三
蔵
」
と
な
っ
て
い
る
（
（
（

。
た
だ
し
、
現
行
の

初
唐
の
異
国
僧
─
─
長
耳
三
蔵
と
そ
の
思
想

櫻
　
井
　
　
　
唯
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『
維
摩
経
文
疏
』
は
孤
本
で
あ
る
た
め
、「
身
」
の
一
字
を
衍
字
と
し
て
良
い
か

否
か
は
再
考
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
人
物
は
『
維
摩

経
文
疏
』
巻
五
の
成
立
以
前
、
つ
ま
り
開
皇
一
七
年
（
五
九
七
）
以
前
に
は
生

存
し
て
い
た
と
言
え
る
（
（
（

。

　
『
維
摩
経
文
疏
』
の
長
耳
三
蔵
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
の
成
果
を
参
考
に

要
点
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。
山
口
弘
江
氏
は
、『
維
摩
経
文
疏
』
の
流
れ

を
汲
む
『
維
摩
経
』
註
釈
書
類
の
記
述
か
ら
、「
尚
統
師
」
を
北
斉
の
昭
玄
統

で
あ
っ
た
法
上
（
四
九
五
～
五
八
〇
）
と
推
測
し
、
江
戸
時
代
の
守
篤
本
純
に

よ
っ
て
、『
維
摩
経
文
疏
』
の
長
耳
三
蔵
は
那
連
提
耶
舎
で
あ
る
と
い
う
説
が

唱
え
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
（
（
（

。
こ
れ
に
対
し
船
山
徹
氏
は
、
長
耳
三
蔵
＝
那

連
提
耶
舎
説
は
、
唐
の
栖
復
の
著
作
に
お
い
て
す
で
に
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
た
（
（
（

。

　

唐
代
に
入
る
と
、
長
耳
三
蔵
の
も
の
と
さ
れ
る
複
数
の
学
説
が
、
多
く
の
学

僧
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
唐
代
以
降
の
文
献

に
み
ら
れ
る
長
耳
三
蔵
説
は
、
引
用
元
を
た
ど
れ
ば
そ
の
大
半
は
初
唐
に
成
立

し
た
文
献
を
初
出
と
し
、
孫
引
き
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
普
及
し
て
い
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
長
耳
三
蔵
に
関
す
る
言
説
を

次
の
四
つ
の
系
統
に
分
類
し
た
い
。

〈
系
統
１
〉　
『
維
摩
経
文
疏
』
に
お
け
る
尚
統
師
の
対
論
者

〈
系
統
２
〉　

澄
観
・
凝
然
の
著
作
に
言
及
さ
れ
る
人
物

〈
系
統
３
〉　

律
宗
文
献
に
引
用
さ
れ
る
学
説
の
提
唱
者

〈
系
統
４
〉　

円
測
の
著
述
に
引
用
さ
れ
る
学
説
の
提
唱
者

　

こ
れ
ら
の
系
統
の
相
互
関
係
を
考
え
て
い
く
と
、
各
々
に
お
い
て
長
耳
三
蔵

と
称
さ
れ
る
人
物
は
、
同
一
人
に
帰
着
し
な
い
可
能
性
が
出
て
く
る
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
中
に
は
、『
維
摩
経
文
疏
』
と
は
異
な
る
年
代

の
人
物
を
長
耳
三
蔵
と
推
定
し
て
い
る
例
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
に
具
体
例
を
挙
げ
検
討
し
た
い
。

三
　
唐
代
以
降
の
文
献
に
見
え
る
長
耳
三
蔵

（
一
）　
澄
観
・
凝
然
の
著
作
に
お
け
る
「
長
耳
三
蔵
」

　

華
厳
宗
の
文
献
に
は
、『
維
摩
経
文
疏
』
の
人
物
と
は
時
代
の
異
な
る
「
長

耳
三
蔵
」
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
総
章
元
年
（
六
六
八
）
に
、
法

蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
が
長
耳
三
蔵
か
ら
菩
薩
戒
を
受
け
よ
う
と
し
た
と
い

う
伝
承
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
凝
然
（
一
二
四
〇
～
一
三
二
一
）
は
『
梵
網
戒

本
疏
日
珠
鈔
』（
以
下
、『
日
珠
鈔
』）
に
お
い
て
、
法
蔵
と
長
耳
三
蔵
と
が
対

面
し
た
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

大
師
自w

年
少
時a

受-w

学
此
菩
薩
戒z

総
章
元
年
、
就w

長
耳
三
蔵a

請

p

受w

菩
薩
戒z

三
蔵
歎
曰
、
若
人
誦-w

得
華
厳
浄
行
一
品a

其
人
已
得w

菩

薩
浄
戒
具
足a

不e

復
受w

菩
薩
戒q

也
（
（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
長
耳
三
蔵
は
法
蔵
と
同
時
代
の
人
物
と
さ
れ
、『
維
摩
経
文
疏
』

の
人
物
と
は
年
代
に
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
の
『
日
珠
鈔
』
の
逸
話
は
、
法
蔵
門

下
の
慧
英
撰
『
大
方
広
仏
華
厳
経
感
応
伝
』（
以
下
、『
感
応
伝
』）
に
見
え
る

次
の
記
述
が
元
に
な
っ
て
い
る
。
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総
章
元
年
、西
域
有w

三
蔵
梵
僧z

来-w

至
京
洛a

①
高
宗
師
事
、
道
俗
帰
敬
。

華
厳
蔵
公
、
猶
為w

童
子a

頂-w

礼
三
蔵a

請p

受w

菩
薩
戒z

時
衆
白w

三

蔵q
言
、
此
童
子
誦-w

得
華
厳
大
経a

兼
解w

其
義z

三
蔵
驚
歎
曰
、
華
厳

一
乗
是
諸
仏
秘
蔵
、
難p

可w

遭
遇z

況
通w

其
義z

若
有e

人
誦-w

得
華
厳

浄
行
一
品a
其
人
已
得w

菩
薩
浄
戒
具
足a

不e

復
更
受w

菩
薩
戒z

②
西

域
伝
記
中
説
、
有
人
転w

華
厳
経a

以e

洗p

手
水
、
滴-w

著
一
蟻
子a

其
蟻

命
終
、
生w

忉
利
天z
而
況
有w

人
能
説
受
持z

当p

知
、
此
童
子
於p

後
、

必
当e

広
大
饒
益
、
能
施w
群
生
無
生
甘
露
（
（
（

z

　
『
感
応
伝
』
は
『
日
珠
鈔
』
よ
り
も
当
時
の
状
況
を
詳
し
く
描
写
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
法
蔵
が
授
戒
を
求
め
た
僧
は
「
三
蔵
梵
僧
」
と
さ
れ
、
そ

の
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
凝
然
が
こ
の
「
三
蔵
梵
僧
」
を
長
耳
三
蔵

と
し
た
こ
と
に
根
拠
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
唐
の
澄
観

（
七
三
八
～
八
三
九
）
撰
『
大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
鈔
』（
以
下
、『
演
義

鈔
』）
の
「
長
耳
婆
羅
門
」
と
い
う
人
物
に
関
す
る
記
述
が
手
が
か
り
と
な
る
。

疏
、
盥
掌
之
水
尚
拯
生
霊
者
、
即
長
耳
婆
羅
門
。
僧
弥イ
・
伽
弥伽
多
羅
者
、
師
子

国
第
三
果
人
也
。
麟
徳
年
初
、
来-w

儀
震
旦z

①
高
宗
大
帝
、
甚
加w
尊
重a

処w

於
禁
中a

年
余
供
養
。
多
羅
請p

尋w

聖
跡a

遂
往w

清
涼
山a

礼-w
敬

文
殊
師
利z

因p

出
至w

西
太
原
寺z

時
属w

諸
僧a

転w

華
厳
経z

乃
問
曰
、

此
是
何
経
。
答
、
是
華
厳
。
多
羅
粛
然
改
容
曰
、
不p

知e

此
処
復
有w

是
経q

耶
。
合
掌
歓
喜
賛
歎
久
之
言
曰
、
此
大
方
広
功
徳
難p

思
。
②
西
国
相
伝
、

有
人
読w

此
経a

以p

水
盥p

掌
、
所p

霑
蟲
蟻
、
而
捨
命
者
、
皆
得p

生p

天
。

何
況
受
持
読
誦
、
観
察
思
惟
者
歟
。
故
云p

爾
也
（
（（
（

。

　
『
演
義
鈔
』
の
「
長
耳
婆
羅
門
」
は
、
右
の
傍
線
部
の
二
点
に
お
い
て
、『
感

応
伝
』
の
「
三
蔵
梵
僧
」
と
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
高
宗
に
尊
重
さ

れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
②
『
華
厳
経
』
読
誦
の
功
徳
に
よ
っ
て
蟻
が
天
に
生
ま

れ
た
と
い
う
説
話
を
述
べ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
凝
然
は
こ
の
『
演
義
鈔
』
の

記
述
を
も
と
に
、
三
蔵
梵
僧
を
長
耳
三
蔵
と
推
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
演
義
鈔
』
で
は
長
耳
婆
羅
門
の
梵
名
は
「
僧
伽
弥
多
羅
」
で
あ
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
法
蔵
撰
『
華
厳
経
伝
記
』
巻
四
に
は
「
釈
迦
4

4

弥
多
羅
」
と

い
う
僧
の
伝
記
が
あ
り
、『
演
義
鈔
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
記
載
し
て
い
る
。

以
下
の
引
用
は
、『
華
厳
経
伝
記
』
の
釈
迦
弥
多
羅
伝
で
あ
る
。

師
子
国
長
季
沙
門
、
釈
迦
弥
多
羅
者
、
第
三
果
人
也
。
此
土
云w

能
友z

麟
徳
之
初
、
来-w

儀
震
旦z

高
宗
天
皇
、
甚
所w

尊
重a

請p

在w

蓬
莱
宮z

与w

年
長
真
人
懐
化
大
将
軍a

同
処w

禁
中a

歳
余
供
養
。
多
羅
請p

尋w

聖

迹a

遍-w

歴
名
山a

乃
求i

往w

代
州
清
涼
山a

礼-u

敬
文
殊
師
利n

嘗
至w

京
師
西
太
原
寺a

時
属w

諸
僧a

将p

転-w

読
華
厳
妙
典z

乃
命w

訳
語q

問

云
、
此
是
何
経
。
答
、
是
華
厳
。
多
羅
粛
然
改p

容
曰
、
不p

知e

此
処
亦
有w

是
経q

耶
。
合
掌
歓
喜
賛
歎
久
之
而
言
曰
、
此
大
方
広
功
徳
難p

思
。
西
国

相
伝
、
有
人
以p

水
盥p

掌
、
将
読w

此
経a

水
之
所w

霑
灑q

及w

虫
蟻a

因

p

此
捨
命
、
後
得p

生p

天
。
何
況
受
持
読
誦
。
蓋
不
思
之
福
也
（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
釈
迦
弥
多
羅
は
「
長
季4

沙
門
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
引
用
波

線
部
に
関
し
て
、
大
正
蔵
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
原
本
（
東
大
寺
・
建
治
二
年
写

本
）、
甲
本
（
大
谷
大
学
所
蔵
・
正
徳
元
年
刊
本
）
と
も
、
字
句
の
異
同
は
な

い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
駒
澤
大
学
所
蔵
の
正
徳
元
年
刊
本
（
（（
（

を
確
認
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し
た
と
こ
ろ
、
該
当
箇
所
は
「
長
秊4

沙
門
」
と
あ
り
、
異
な
る
字
が
用
い
ら
れ

て
い
た
。「
秊
」
は
「
年
」
の
本
字
で
あ
り
、「
長
年
沙
門
」
と
は
年
嵩
の
沙
門

を
意
味
す
る
。

　

師
子
国
の
長
年
4

4

の
僧
に
つ
い
て
は
、
道
宣
撰
『
律
相
感
通
伝
』（
六
六
七
年

成
立
）
や
、
道
世
撰
『
法
苑
珠
林
』（
六
六
八
年
成
立
）
な
ど
に
も
記
録
が
あ

る
（
（（
（

。
た
と
え
ば
、『
法
苑
珠
林
』
に
は
、「
長
年
是
師
子
国
僧
。
年
九
十
九
夏
。

是
三
果
阿
那
含
人
（
（（
（

。」
と
あ
り
、
こ
の
師
子
国
出
身
の
僧
は
、
法
臘
九
十
九
歳

に
も
な
り
、
声
聞
四
果
の
う
ち
の
阿
那
含
果
（
不
還
果
）
を
得
て
い
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
長
年
が
清
涼
山
を
訪
れ
た
と
い
う
釈
迦
弥
多
羅
の
伝
記
と
類
似
す
る

話
を
、『
法
苑
珠
林
』
は
『
華
厳
経
伝
記
』
よ
り
も
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
、
道
宣
や
道
世
の
伝
え
る
長
年
の
僧
は
、
華
厳
宗
の
文
献
に
見

え
る
釈
迦
弥
多
羅
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
二
）　
長
年
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
華
厳
宗
の
文
献
に
お
い
て
、
釈
迦
弥
多
羅
の
別
名
は

「
長
年
」
あ
る
い
は
「
長
耳
」
と
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
間
で
異
同
が
あ
っ
た
。「
年
」

と
「
耳
」
は
字
形
が
似
て
い
る
た
め
、
書
写
の
過
程
で
混
乱
が
生
じ
た
と
考
え

ら
れ
る
（
（（
（

。
本
項
で
は
、
こ
の
師
子
国
の
僧
が
長
年
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

理
由
に
つ
い
て
、
前
項
で
紹
介
し
た
法
蔵
の
『
華
厳
経
伝
記
』
を
も
と
に
考
察

し
て
い
き
た
い
。

　
『
華
厳
経
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、
釈
迦
弥
多
羅
は
「
年
長
真
人
懐
化
大
将
軍
」

と
共
に
宮
中
に
居
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
人
物
は
、
お
そ
ら
く
、
次
の
『
旧

唐
書
』
郝
処
俊
伝
に
見
出
さ
れ
る
盧
伽
阿
逸
多
と
い
う
人
物
を
指
す
。

又
有w

僧
盧
伽
阿
逸
多a

受p

詔
合w

長
年
薬z

高
宗
将p

餌p

之
、処
俊
諫
曰
、

修
短
有p

命
、
未p

聞e

万
乗
之
主
、
軽
服w

蕃
夷
之
薬z

⋮
⋮
高
宗
納p

之
、

但
加
盧
伽
為w

懐
化
大
将
軍a

不p

服w

其
薬
（
（（
（

z

　

こ
こ
で
は
、
高
宗
は
盧
伽
阿
逸
多
に
長
寿
の
薬
を
調
合
さ
せ
た
が
、
郝
処
俊

の
忠
告
を
受
け
、
結
局
こ
れ
を
服
さ
な
か
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
盧
伽
阿

逸
多
は
、高
宗
の
時
代
に
懐
化
大
将
軍
と
い
う
位
に
あ
っ
た
点
に
お
い
て
、『
華

厳
経
伝
記
』
の
人
物
と
一
致
す
る
。
そ
し
て
、
法
蔵
が
こ
の
人
物
を
「
年
長
真

人
」
と
も
称
す
る
の
は
、
盧
伽
阿
逸
多
が
長
寿
の
薬
を
調
合
し
た
と
い
う
逸
話

に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
華
厳
経
伝
記
』
に
は
、
釈
迦
弥

多
羅
と
盧
伽
阿
逸
多
は
「
蓬
莱
宮
」
を
住
処
と
し
て
い
た
と
あ
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
こ
の
名
称
は
不
老
不
死
の
霊
薬
を
作
る
仙
人
が
住
ま
う
と
さ
れ
た
蓬

莱
山
に
由
来
す
る
。
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、『
華
厳
経
伝
記
』
の
記
述
か

ら
は
、
釈
迦
弥
多
羅
の
周
辺
に
は
不
死
や
長
寿
の
思
想
が
取
り
巻
い
て
い
た
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
加
え
て
、
義
浄
撰
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
の
玄
照
伝

の
中
に
は
、
二
人
の
入
唐
は
皇
帝
の
勅
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
釈
迦
弥
多
羅
が
宮
中

に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
高
宗
の
長
寿
へ
の
祈
念
が
関
係
す
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
釈
迦
弥
多
羅
は
法
臘
に
し
て
九
十
代
後
半

と
い
う
大
変
な
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
（
（（
（

、
高
宗
の
庇
護
を
受
け
た
。
そ
し
て
、

釈
迦
弥
多
羅
は
周
囲
の
人
々
か
ら
長
年
沙
門
、
す
な
わ
ち
年
嵩
の
沙
門
と
渾
名

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
三
）　「
長
耳
三
蔵
」
の
人
物
像

　

凝
然
が
「
長
耳
三
蔵
」
と
呼
ん
で
い
た
人
物
は
、
も
と
は
「
長
年
」
の
沙
門

で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
凝
然
の
時
代
に
は
す
で
に
『
演
義
鈔
』
の
テ
キ
ス
ト

は
「
長
耳
婆
羅
門
」
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
凝
然
は
そ
こ
か
ら
長
耳
三
蔵
と
推

測
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
不
詳
の
人
物
を
長
耳
三
蔵
と
推
定
し
て
い

る
例
は
律
宗
の
系
統
に
も
存
在
す
る
。
道
宣
（
五
九
六
～
六
六
七
）
の
『
四
分

律
拾
毗
尼
義
鈔
』
に
は
、
部
派
仏
教
の
分
派
に
つ
い
て
の
一
説
と
し
て
、「
三

蔵
口
伝
」
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
こ
の
「
三
蔵
」
を
長
耳
三
蔵
と
す
る
の

が
、
宋
の
允
堪
（
一
〇
〇
五
～
一
〇
六
一
）
撰
『
四
分
律
拾
毗
尼
義
鈔
輔
要
記
』

で
あ
る
（
（（
（

。
た
だ
し
、『
四
分
律
拾
毗
尼
義
鈔
』
の
「
三
蔵
口
伝
」
の
説
は
、
六

世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
僧
祐
撰
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
三
（
（（
（

に
見
え
る
説
と
一
致
す

る
の
で
、
允
堪
の
説
が
正
し
い
か
否
か
は
別
に
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

上
の
例
に
鑑
み
れ
ば
、
第
二
節
に
お
い
て
論
じ
た
湛
然
抄
出
『
維
摩
経
略
疏
』

の
「
長
耳
三
蔵
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
疑
問
が
生
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
現
存

す
る
『
維
摩
経
文
疏
』
の
テ
キ
ス
ト
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
湛
然
の

修
治
に
よ
っ
て
文
言
が
改
め
ら
れ
た
可
能
性
を
排
除
し
き
れ
な
い
。
ゆ
え
に
、

第
二
節
に
挙
げ
た
四
系
統
に
お
け
る
「
長
耳
三
蔵
」
を
、
す
べ
て
同
一
人
物
と

は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
文
献
が
成
立
し
た
当
時
、
す

で
に
長
耳
三
蔵
は
素
性
の
分
か
ら
な
い
人
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
長
耳
三
蔵
の
名
が
流
布
し
た
経
緯
を
明
ら
か

に
し
、
な
ぜ
人
物
像
が
分
か
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
題
を
考
察
す
る
。

四
　
長
耳
三
蔵
の
思
想
の
伝
播

（
一
）　
初
唐
に
お
け
る
長
耳
三
蔵
説
の
引
用

　

唐
代
以
降
、
長
耳
三
蔵
の
思
想
は
様
々
な
学
僧
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
特
に
、
円
測
（
六
一
三
～
六
九
六
）
の
著
述
に
は
多
く
の
学
説
が
引

か
れ
、
長
耳
三
蔵
の
思
想
内
容
を
伝
え
る
文
献
と
し
て
は
最
古
と
考
え
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
（
六
三
二
～
六
八
二
）
撰
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経

般
若
理
趣
分
述
讃
』（
以
下
、『
理
趣
分
述
讃
』）
に
は
、
真
諦
三
蔵
と
長
耳
三

蔵
の
「
如
是
」
の
解
釈
を
引
い
て
、
こ
れ
を
「
浄
法
師
等
之
所
引
（
（（
（

」
と
し
て
い

る
箇
所
が
あ
る
。
浄
法
師
と
は
紀
国
寺
慧
浄
（
五
七
八
～
？
）
を
指
す
。
慧
浄

の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
は
散
逸
し
伝
わ
ら
な
い
が
、
近
年
、
敦
煌
文
書
か
ら
慧
浄

の
著
作
と
関
連
性
の
高
い
文
献
が
発
見
さ
れ
、
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、

慧
浄
撰
『
妙
法
蓮
華
経
纘
述
』（
以
下
、『
法
華
経
纘
述
』）
十
巻
に
つ
い
て
は
、

そ
の
一
部
が
版
本
と
し
て
韓
国
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
金
炳
坤
氏
に
よ
っ
て

報
告
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
以
上
の
先
行
研
究
を
手
が
か
り
に
慧
浄
の
著
作
を
紐
解
い

て
み
る
と
、『
法
華
経
纘
述
』
巻
一
・
二
（
（（
（

に
長
耳
三
蔵
の
学
説
が
複
数
引
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、『
法
華
経
纘
述
』
の
撰
述
年
代
に
つ
い

て
は
、
玄
奘
に
よ
る
新
訳
の
影
響
を
被
っ
て
い
な
い
た
め
、
六
四
五
年
以
前
に

成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（（
（

。
ゆ
え
に
、『
法
華
経
纘
述
』
は
円
測
の
諸
著

作
に
先
行
し
て
長
耳
三
蔵
の
説
を
引
用
し
た
文
献
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

慧
浄
と
円
測
の
引
用
す
る
長
耳
三
蔵
の
学
説
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
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①
　
五
位
説
と
三
種
想
発
心
説

　

長
耳
三
蔵
は
、
菩
薩
の
修
行
階
梯
に
発
心
位
・
伏
心
位
・
明
位
・
出
到
位
・

無
上
位
の
五
つ
の
段
階
が
あ
る
と
説
く
。
こ
の
菩
薩
の
五
位
は
円
測
の
『
解
深

密
経
疏
』
巻
五
（
（（
（

に
引
用
さ
れ
、
先
行
研
究
で
は
『
大
智
度
論
』
釈
無
生
品
の
所

説
と
の
一
致
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
、
三
種
想
発
心
説
に
つ
い
て
は
、
円

測
の
『
仁
王
経
疏
』
巻
中
本
（
（（
（

に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、『
法
華
経
纘
述
』
巻
一
（
（（
（

で
は
、
菩
薩
の
五
位
を
列
挙
し
た
後
、
続
け

て
発
心
位
に
お
け
る
三
種
想
発
心
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
五
位

説
と
三
種
想
発
心
説
は
、
本
来
は
一
連
の
行
位
説
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
か
も
、『
法
華
経
纘
述
』
に
は
円
測
等
の
著
作
に
は
見
ら
れ
な

い
伏
心
位
以
降
の
説
明
も
あ
り
、
長
耳
三
蔵
の
行
位
説
の
全
体
像
が
確
認
で
き

る
。②

　「
如
是
」
の
解
釈

　

こ
れ
は
「
如
是
我
聞
」
の
「
如
是
」
を
三
つ
の
観
点
か
ら
解
釈
し
た
も
の
で
、

円
測
は
『
解
深
密
経
疏
』
巻
一
（
（（
（

に
お
い
て
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述

の
『
理
趣
分
述
讃
』
に
お
い
て
「
浄
法
師
等
之
所
引
」
と
さ
れ
て
い
た
学
説
で

あ
る
が
、
現
存
す
る
慧
浄
の
著
作
中
に
は
こ
の
説
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。と
こ
ろ
が
、『
法
華
経
纘
述
』
に
先
行
す
る
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二
三
）

撰
『
法
華
義
疏
』
に
は
、『
理
趣
分
述
讃
』
の
長
耳
三
蔵
説
と
ほ
ぼ
同
じ
学
説

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。
た
だ
し
、
吉
蔵
は
こ
の
説
を
「
有
人
」
の
説
と
し
、
典

拠
を
明
示
し
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
散
逸
し
た
慧
浄
の
著
作
中
に
は
、『
法

華
義
疏
』
に
引
用
さ
れ
る
学
説
と
長
耳
三
蔵
と
を
結
び
つ
け
る
記
述
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

③
　「
時
」
の
解
釈

　

長
耳
三
蔵
の
「
時
」
に
つ
い
て
の
解
釈
は
二
種
あ
る
。
第
一
説
は
、
円
測
の

『
解
深
密
経
疏
』
巻
一
（
（（
（

に
引
用
さ
れ
る
半
音
時
と
円
音
時
と
い
う
分
類
で
あ
る
。

第
二
説
は
、
時
間
を
分
段
世
分
時
・
不
思
議
変
易
時
・
仮
名
時
の
三
種
と
し
、

さ
ら
に
仮
名
時
を
迦
羅
時
・
三
摩
耶
時
・
世
流
布
時
に
分
け
る
説
で
あ
る
。
こ

の
説
は
、『
法
華
経
纘
述
』
巻
一
（
（（
（

、
円
測
の
『
仁
王
経
疏
』
巻
上
本
（
（（
（

に
引
か
れ

て
い
る
。

④
　「
乗
」
の
解
釈

　

こ
の
学
説
は
『
法
華
経
纘
述
』
巻
二
（
（（
（

に
確
認
で
き
る
の
み
で
、
円
測
以
降
の

諸
師
の
著
作
に
は
全
く
引
か
れ
て
い
な
い
。
慧
浄
に
よ
れ
ば
、
長
耳
三
蔵
は
一

乗
の
「
乗
」
を
運
載
の
義
と
規
定
し
、
運
載
に
は
従
動
至
無
動
・
従
無
動
至
動
・

従
動
至
動
・
従
無
動
至
無
動
の
四
階
が
あ
る
と
し
て
い
た
。
加
え
て
、「
乗
」

の
能
所
を
七
種
に
分
け
た
解
釈
も
行
わ
れ
て
い
る
。

⑤
　
五
神
通
に
つ
い
て

　

前
項
と
同
じ
く
、『
法
華
経
纘
述
』
巻
二
（
（（
（

に
の
み
残
る
学
説
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
長
耳
三
蔵
は
五
神
通
を
獲
得
す
る
方
法
と
し
て
、
呪
五
・
薬
五
・
仙
五
・

報
五
・
修
五
を
説
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

慧
浄
撰
『
法
華
経
纘
述
』
巻
一
・
二
に
は
、
円
測
や
そ
れ
以
降
の
諸
師
が
伝

え
て
い
な
い
説
も
含
め
、
多
く
の
長
耳
三
蔵
の
思
想
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、『
理
趣
分
述
讃
』
で
慧
浄
の
所
引
と
さ
れ
た
学
説
は
、
現
存
す
る
『
法
華
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経
纘
述
』
に
は
見
出
せ
な
い
。
ゆ
え
に
、
散
逸
し
た
慧
浄
の
著
述
に
は
、
こ
れ

以
外
に
も
長
耳
三
蔵
の
学
説
が
引
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
長
耳
三
蔵
と
は
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
少
な
く

と
も
現
存
の
『
法
華
経
纘
述
』
に
は
明
言
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に

関
し
て
、
慧
浄
や
円
測
の
生
存
年
代
よ
り
少
し
下
っ
て
唐
代
後
期
に
な
る
と
、

「
長
耳
三
蔵
と
は
北
斉
の
那
連
提
耶
舎
で
あ
る
」
と
い
う
説
が
主
張
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
、
唐
代
後
期
に
お
け
る
長
耳
三
蔵
＝
那
連
提
耶
舎
説

の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
二
）　
長
耳
三
蔵
＝
那
連
提
耶
舎
説
の
再
検
討

　

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
（（
（

、
栖
復
撰
『
法
華
経
玄
賛
要
集
』（
以
下
、

『
玄
賛
要
集
』）
や
、
遇
栄
撰
『
仁
王
経
疏
法
衡
鈔
』（
以
下
、『
法
衡
鈔
』）
に

お
い
て
、
長
耳
三
蔵
＝
那
連
提
耶
舎
説
が
提
唱
さ
れ
る
。『
玄
賛
要
集
』
は
基

撰
『
法
華
玄
賛
』
の
、『
法
衡
鈔
』
は
良
賁
撰
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
経
』

の
末
註
で
あ
る
。
そ
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、『
玄
賛
要
集
』
が
日
本
の
『
永

超
録
』（
一
〇
九
四
年
成
立
）
に
、『
法
衡
鈔
』
が
高
麗
の
『
義
天
録
』（
一
〇

九
〇
年
成
立
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
下
限
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
（（
（

。

　
『
法
衡
鈔
』
を
記
し
た
遇
栄
は
、
唐
代
後
期
も
し
く
は
宋
代
に
生
き
た
人
物

で
あ
る
（
（（
（

。
遇
栄
は
長
耳
三
蔵
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。

疏
、
長
耳
三
蔵
者
、
隋
開
皇
初
人
。
梵
語
那
連
提
梨
耶
舎
。
隋
言w

尊
称z

是
北
印

度
烏
萇
国
人
。
形
貌
希
奇
、
頂
有w

肉
髻a

耳
長
高
聳
。
因p

此
立p

名
（
（（
（

。

　
『
法
衡
鈔
』
で
は
、
長
耳
三
蔵
と
は
那
連
提
耶
舎
を
指
し
、
そ
の
特
異
な
相

貌
か
ら
長
耳
と
呼
ば
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
遇
栄
や
栖
復
の
提

示
す
る
説
を
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
良
い
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
、

両
人
は
何
ら
か
の
資
料
に
基
い
て
長
耳
三
蔵
を
那
連
提
耶
舎
と
推
定
し
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
遇
栄
・
栖
復
以
前
に
成
立
し
た
伝
記
資
料
を
見
て
み

る
と
、『
開
元
釈
教
録
』
の
那
連
提
黎
耶
舎
伝
に
は
、「
然
其
形
貌
瓌
奇
。
頂
如w

肉
髻a

耳
長
而
聳
、
目
正
処p

中
。
有i

異w

常
倫a

特
為u

殊
相h

固
是
伝
法
之

碩
徳
也
（
（（
（

。」
と
あ
り
、
那
連
提
耶
舎
は
耳
が
長
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
長
耳
と
呼
ば
れ
て
い
た
」
と
い
う
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
管
見
の

及
ぶ
限
り
、『
開
元
釈
教
録
』
以
外
の
文
献
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
説
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
、
現
存
す
る
文
献
か
ら
考
え
れ
ば
、

「
身
体
的
特
徴
か
ら
長
耳
と
呼
ば
れ
た
」
と
い
う
部
分
は
、
遇
栄
も
し
く
は
栖
復
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
人
物
に
よ
る
推
測
と
も
捉
え
得
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

那
連
提
耶
舎
が
長
耳
三
蔵
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
那
連
提
耶
舎
の
生
存
年
代
よ

り
後
に
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

（
三
）　
引
用
に
よ
る
思
想
の
伝
播

　

長
耳
三
蔵
の
思
想
は
、
慧
浄
の
著
作
を
嚆
矢
と
し
、
そ
の
後
、
円
測
や
基
、

法
蔵
な
ど
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
残
し
た
学
僧
の
著
述
に
引
用
さ
れ
た
こ
と

で
、
広
く
浸
透
し
て
い
っ
た
。
特
に
、『
法
華
経
纘
述
』
巻
一
・
二
に
は
多
く

の
引
用
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慧
浄
は
長
耳
三
蔵
の
学
説
を
重
視
し
て
い
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た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
慧
浄
の
著
作
は
次
第

に
忘
れ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
学
説
の
孫
引
き
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
長

耳
三
蔵
と
い
う
名
は
知
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
の
人
物
像
は
不
詳
と
い
う
状
況

が
生
じ
た
。
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
第
三
節
で
示
し
た
よ
う
な
事
例
、
す
な

わ
ち
長
耳
三
蔵
の
素
性
が
不
詳
で
あ
る
た
め
に
、
正
体
不
明
の
人
物
を
長
耳
三

蔵
と
推
定
す
る
例
が
発
生
し
た
と
推
測
で
き
る
。

　

唐
代
以
降
の
諸
文
献
に
お
け
る
長
耳
三
蔵
の
学
説
は
、
ほ
ぼ
慧
浄
や
円
測
の

著
作
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
る
（
（（
（

。
つ
ま
り
、
長
耳
三
蔵
説
の
典

拠
と
な
っ
た
文
献
は
早
期
に
失
わ
れ
、
そ
の
思
想
は
引
用
と
い
う
形
式
に
よ
っ

て
保
存
さ
れ
、
後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、

長
耳
三
蔵
と
い
う
異
国
僧
の
思
想
が
、
如
何
に
し
て
中
国
仏
教
に
お
い
て
受
容

さ
れ
た
の
か
を
、
そ
の
学
説
の
一
つ
で
あ
る
三
種
想
発
心
説
を
例
に
分
析
す
る
。

五
　
長
耳
三
蔵
説
の
受
容
─
─
三
種
想
発
心
説
の
展
開

（
一
）　
慧
浄
撰
『
法
華
経
纘
述
』
の
三
種
想
発
心
説

　

最
も
早
く
三
種
想
発
心
説
を
引
用
す
る
文
献
は
『
法
華
経
纘
述
』
で
あ
る
。

慧
浄
は
、『
大
智
度
論
』
釈
無
生
品
の
五
位
説
を
引
い
た
後
、
以
下
の
よ
う
に

長
耳
三
蔵
の
説
を
伝
え
て
い
る
。

長
耳
云
、
習
種
已
前
名w

発
心
位z

次
三
十
心
、
名w

伏
心
位z

入w

初
七

地a

名w

明
位z

入w

後
三
地a

名w

出
到
位z

大
明
耘
除
、
名w

無
上
位z

初
習
種
前
、
具w

三
発
心z

謂
、
仮
想
発
・
軽
想
発
・
信
想
発
。［
ａ
］
仮
想

者
、
藉w

三
種
力z

一
、
友
力
。
謂
善
知
識
。
二
、
行
力
。
謂
受w

律
儀
門z

三
、
法
力
。
謂
通
別
二
因
。
通
因
、
謂
如
来
蔵
、
法
種w

衆
苦a

楽-w

求
涅

槃
（
（（
（

z

別
因
、
謂
信
等
五
根
。
縁w

此
三
力a

於w

無
上
菩
提
中q

仮
起w

菩
提

想a

我
今
□求
カw

無
上
菩
提a

安-w

立
衆
生
於
無
上
菩
提z

如i

声
聞
仮
想
観w

非
青
青
想q

而
能
治t

惑
（
（（
（

。
与w

彼
菩
提q

而
為w

遠
基z

此
中
亦
爾
、
名w

仮
想
発z

［
ｂ
］
此
後
想
想
不p

已
、
義
尚
難p

識
故
、
顕w

以
軽
毛
無o

所w

倚
著z

従p

仮
入p

軽
、
以p

軽
接p

仮
、
名w

軽
想
発z

［
ｃ
］
此
後
心
路
転
明
、

信
珠
顕
現
、
菩
提
心
立
、
名w

信
想
発z

即
十
信
位
。
総w

此
三
発q

名w

発

心
位
（
（（
（

z

　

長
耳
三
蔵
が
説
い
た
と
さ
れ
る
三
種
想
発
心
と
は
、
発
菩
提
心
の
様
相
を
三

段
階
に
分
け
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、［
ａ
］
仮
想
発
と
は
、
友
力
・

行
力
・
法
力
に
よ
っ
て
仮
に
菩
提
の
想
を
起
こ
す
こ
と
を
言
う
。
次
の
［
ｂ
］

軽
想
発
は
、
仮
の
菩
提
の
想
を
保
ち
続
け
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
わ
ず
か
な
風

に
よ
っ
て
舞
う
軽
毛
の
よ
う
に
定
ま
ら
ず
、
い
ま
だ
進
退
の
あ
る
段
階
を
指
す
。

そ
し
て
最
後
の
［
ｃ
］
信
想
発
に
お
い
て
、
菩
提
に
対
す
る
信
が
顕
現
し
、
菩

提
心
を
起
こ
す
と
さ
れ
る
。
こ
の
発
心
の
萌
芽
か
ら
完
成
に
至
る
三
つ
の
過
程

は
、
発
心
位
、
す
な
わ
ち
十
信
位
に
相
当
す
る
。
こ
の
三
種
想
発
心
説
の
引
用

は
、
慧
浄
か
ら
円
測
と
良
賁
の
『
仁
王
経
』
註
釈
書
、
な
ら
び
に
作
者
不
詳
の

『
菩
提
心
義
』
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
に
お
け

る
引
用
の
変
化
を
順
に
見
て
い
き
た
い
。
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（
二
）　
円
測
撰
『
仁
王
経
疏
』
の
三
種
想
発
心
説

　

円
測
撰
『
仁
王
経
疏
』（
以
下
、『
円
測
疏
』）
は
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
仏
説
仁

王
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
註
釈
書
で
あ
る
。
こ
の
中
で
円
測
は
、
菩
薩
教
化
品
の

「
初
発
想
信
、
恒
河
沙
衆
生
修-w

行
伏
忍a

於w

三
宝
中q

生w

習
種
性
十
心q

」
と

い
う
経
文
の
解
釈
中
に
、
長
耳
三
蔵
の
説
を
引
い
て
い
る
。

言w

初
発
相
信q
者
、未p

入w

十
住a

十
信
人
也
。謂
初
発
心
、而
未p

見p

理
、

名
為w

想
信z

長
耳
三
蔵
云
、
習
種
性
前
、
有w

三
想
発
心z

謂
、
仮
想
発
、

軽
想
発
、
信
想
発
。［
ａ
］
仮
想
発
者
、
藉w

三
種
力z

一
、
善
友
力
。
謂
、

善
知
識
。
二
、
行
力
。
謂
、
受w
律
儀
門
イ
・
ナ
シz

三
、
法
力
。
謂
、
通
別
両
因イ
・
力

。

通
謂
如
来
蔵
、
別
謂
信
等
五
根
。
縁w
此
三
力a

於w

仏
菩
提q

仮
起w

菩
提

想a

求
以
自
安
安p

他
。
如i

声
聞
仮
観w
非
青
青
想q

而
能
治t

惑
。
此
中

亦イ
・
乖

爾
、
名w

仮
想
発z

［
ｂ
］
此
後
想
想
不p

已
、
義
尚イ
・
当

難p

識
、
譬
如w

軽

毛
無o

所w

倚
著a

名w

軽
想
発z

［
ｃ
］
此
後
心
路
転
明
、
信
珠
顕
現
、
名w

信
想
発z

即
入w

十
信
位z 

故
名w

初
発
想
信q

也
（
（（
（

。

　
『
法
華
経
纘
述
』
と
比
較
す
る
と
、『
円
測
疏
』
は
文
言
が
多
少
省
略
さ
れ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
主
意
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、『
円

測
疏
』
は
、『
法
華
経
纘
述
』
と
同
じ
く
、
三
種
想
発
心
を
初
住
以
前
の
発
心

と
し
て
い
る
。
た
だ
、『
法
華
経
纘
述
』
で
は
三
種
想
発
心
が
十
信
位
中
の
何

れ
の
段
階
に
あ
る
か
と
い
う
点
が
曖
昧
で
あ
っ
た
。
一
方
、『
円
測
疏
』
の
引

用
で
は
最
後
の
信
想
発
に
お
い
て
「
即
入4

十
信
位
」、
つ
ま
り
第
十
信
に
入
る

と
捉
え
て
い
る
点
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

（
三
）　
良
賁
撰
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
三
種
想
発
心
説

　

良
賁
（
七
一
七
～
七
七
七
）
撰
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
経
疏
』（
以
下
、『
良

賁
疏
』）
は
、
不
空
訳
『
仁
王
経
』
に
対
す
る
註
釈
書
で
あ
り
、『
円
測
疏
』
を

参
照
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
良
賁
疏
』
の
長
耳
三
蔵
説
は
『
円
測
疏
』
と
比

較
す
る
と
、
文
言
に
わ
ず
か
な
違
い
が
あ
る
。

長
耳
三
蔵
云
、
初
習
種
性
、
有w

三
相
発
心z

一
、
仮
想
発
。
二
、
軽
想
発
。

三
、
信
想
発
。［
ａ
］
仮
想
発
者
、
藉w

三
種
力z

一
、
善
友
力
。
謂
、
善
知

識
。
二
者
、
行
力
。
謂
、
受w

律
儀z

三
者
、
法
力
。
通
別
二
因
。
通
謂

如
来
蔵
、
別
謂
信
等
五
根
也
。
由w

此
三
力a

於w

仏
菩
提a

仮
起w

菩
提

想a

以
求e

自
安
イ
・
ナ
シ

安w

諸
有
情z

猶-i

如
声
聞
、
観w

諸
非
青a

仮
起w

青

想a

而
能
伏t

惑
。
此
中
亦
爾
、
名w

仮
想
発z

［
ｂ
］
此
後
後
想
、
修
習
不

p

已
、
義
尚
難p

識
。
譬
如w

軽
毛
無o

所w

倚
著a

名w

軽
想
発z

［
ｃ
］
此
後

後
心
、
信
珠
顕
現
、
名w

信
想
発z

得p

入w

十
信a 

名w

発
心
相q

也
（
（（
（

。

　

三
種
想
発
心
は
、『
法
華
経
纘
述
』
や
『
円
測
疏
』
で
は
習
種
性
以
前
の
発

心
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、『
良
賁
疏
』
所
引
の
説
は
冒
頭
の
文
言

が
「
初
習
種
性
」
に
変
化
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、『
瓔
珞
経
』
に
基
づ
い
て
習

種
性
を
十
住
位
と
す
る
な
ら
ば
、『
良
賁
疏
』
の
三
種
想
発
心
は
十
住
位
に
あ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
末
尾
の
傍
線
部
に
「
十
信
に
入
る
こ
と
を
得
」
と

あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
に
よ
れ
ば
三
種
想
発
心
は
十
信
位
の
発
心
と
言
え
る
。
要

す
る
に
、こ
の
ま
ま
で
は
文
の
前
後
で
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。『
良

賁
疏
』
の
文
脈
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
初
習
種
性
」
は
初
住
以
前
を
意

味
し
、
三
種
想
発
心
は
十
信
位
に
あ
る
と
捉
え
る
の
が
妥
当
と
言
え
る
（
（（
（

。
そ
れ
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で
も
な
お
、
こ
れ
を
単
な
る
誤
写
と
言
い
難
い
の
は
、
後
述
の
『
菩
提
心
義
』

や
そ
れ
を
引
用
す
る
安
然
の
『
菩
提
心
義
抄
（
（（
（

』
な
ど
の
後
世
の
文
献
で
も
、
当

該
箇
所
は
「
初
習
種
性
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

な
ぜ
『
円
測
疏
』
と
『
良
賁
疏
』
と
で
長
耳
三
蔵
説
の
文
言
が
変
化
し
た
の

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
習
種
性
の
定
義
の
違
い
に
起
因
す
る
。
す
な
わ
ち
、
良

賁
は
不
空
訳
『
仁
王
経
』
菩
薩
行
品
の
習
種
性
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

起
習
種
性
者
、起
謂
生
起
、超w

前
十
善q

入w

忍
位q

也
。習
者
、修
習
。言w

種
性q

者
、
順p

理
相
応
、
為w
後
勝
因a

故
得p

名p

種
。
現
種
熏
習
、
習

成p

性
故
（
（（
（

。

　

こ
こ
で
は
、
経
文
の
「
起
習
種
性
」
と
は
種
性
の
修
習
を
起
こ
す
こ
と
で
あ

り
、
そ
れ
は
十
善
位
（
十
信
位
）
を
超
え
て
五
忍
に
入
る
段
階
と
さ
れ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
種
性
の
修
習
を
起
こ
す
こ
と
は
、
十
信
位
か
ら
十
住
位
に
入
る
た

め
の
行
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
良
賁
が

『
仁
王
経
』
の
五
忍
と
五
十
二
位
と
を
、『
瓔
珞
経
』
の
六
種
性
で
は
な
く
、『
瑜

伽
師
地
論
』
の
十
三
住
に
よ
っ
て
配
当
し
て
い
る
た
め
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
良
賁
は
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
種
性
住
を
『
仁
王
経
』
の
十
善

位
に
対
応
さ
せ
て
い
る
（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
長
耳
三
蔵
説
の
「
初
習
種
性
」

も
、『
瑜
伽
師
地
論
』
に
基
づ
く
行
位
と
考
え
る
な
ら
ば
、
十
信
位
に
相
当
す

る
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
『
円
測
疏
』
と
『
良
賁
疏
』
の
意
図

は
同
じ
で
あ
り
、
三
種
想
発
心
を
初
住
以
前
の
十
信
位
に
お
け
る
発
心
と
し
て

い
る
と
言
え
る
。

（
四
）　『
菩
提
心
義
』
の
三
種
想
発
心
説

　
『
菩
提
心
義
』
は
発
菩
提
心
に
つ
い
て
の
記
述
を
集
成
し
た
文
献
で
、
そ
の

内
容
の
大
部
分
が
諸
経
論
か
ら
の
引
用
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を

持
つ
。
本
書
の
撰
者
は
不
詳
で
あ
る
が
、
一
説
に
は
不
空
門
下
の
潜
真
（
七
一

八
～
七
八
八
）
の
撰
述
と
す
る
。
そ
の
根
拠
は
、『
宋
高
僧
伝
』
に
よ
れ
ば
、

潜
真
に
は
同
名
の
著
作
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
（
（（
（

。
以
下
に
、『
菩
提

心
義
』
に
お
け
る
長
耳
三
蔵
の
説
を
見
て
い
き
た
い
。

長
耳
三
蔵
云
、
初
習
種
性
発
心
有p

三
。
一
、
仮
想
発
。
二
、
軽
想
発
。
三
、

信
想
発
。［
ａ
］
初
仮
想
発
者
、
由w

三
種
力z

一
、
善
友
力
。
謂
、
善
知
識
。

二
、
行
力
。
謂
、
受w

律
儀z

三
、
法
力
。
通
別
二
因
、
通
謂
如
来
蔵
内
熏

之
性
、
別
謂
信
等
五
根
。
由w

此
三
力a

仮
起i

求w

菩
提q

想h

自
利
利p

他
。

［
ｂ
］
漸
次
修
習
、
譬
如w

軽
毛
無o

所w

倚
著a

名w

軽
想
発z

［
ｃ
］
後
漸
漸
修
、

信
心
澄
浄
、
得p

入w

十
住a 

名w

信
想
発
（
（（
（

z

　
『
菩
提
心
義
』
の
三
種
想
発
心
は
、『
良
賁
疏
』
と
同
じ
く
、「
初
習
種
性
」

に
お
け
る
発
心
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
菩
提
心
義
』
は
良
賁
の
行
位
説

を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
傍
線
部
で
最

後
の
信
想
発
を
「
入
十
住
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
円
測
と
良
賁
は
三
種
想
発
心
を
十
信
位
に
お
け
る
発
心
と
捉
え

て
い
た
の
で
、
第
三
の
信
想
発
心
で
の
「
入
十
信
」
は
第
十
信
に
入
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
た
。
一
方
で
、『
菩
提
心
義
』
で
は
文
言
が
「
入
十
信
」
か
ら
「
入

十
住
」
に
変
化
し
、
信
想
発
心
に
よ
っ
て
十
住
位
、
す
な
わ
ち
初
住
に
入
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
『
菩
提
心
義
』
に
お
け
る
長
耳
三
蔵
説
の
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変
容
は
、
こ
の
後
に
続
け
て
引
用
さ
れ
る
『
起
信
論
』
の
信
成
就
発
心
の
解
釈

が
関
係
す
る
。

起
信
論
（
（（
（

云
「
発
心
有p

三
。
一
者
、
信
成
就
発
心
。
二
者
、
解
脱行
カ

発
心
。

三
者
、
証
発
心
。
初
信
成
就
発
心
者
、
謂
不
定
聚
衆
生
、
有w

熏
習
善
根
力q

故
。
信
業
果
報
、
能
起w

十
善a

厭w

生
死
苦a

欲-w

求
無
上
菩
提z

」
乃
至

云
「
経w

一
万
劫q
信
心
成
就
故
。
諸
仏
菩
薩
教-w

令
発
心a

或
以w

大
悲q

能
自
発
心
、
或
因w
正
法q
欲
滅
、
以w

護
法
因
縁q

能
自
発
心
。」
得p

入w

十
住a

此
則
同w

前
信
想
発
心q
也
。
本
業
経
（
（（
（

云
「
是
信
想
菩
薩
、
於w

十

千
劫q

行w

十
戒
法a

当i

入w
十
信
心q

入u

初
住
位n

」
即
発
心
住
也
。
仁

王
経
（
（（
（

云
「
習
種
性
有w

十
信a

已
超w
二
乗
一
切
善
地
（
（（
（

z

」

　

鉤
括
弧
は
経
論
か
ら
の
引
用
部
分
を
示
す
。
こ
こ
で
『
菩
提
心
義
』
の
著
者

は
、『
起
信
論
』
を
引
用
し
た
後
、
傍
線
部
に
お
い
て
『
起
信
論
』
の
信
成
就

発
心
と
長
耳
三
蔵
の
信
想
発
心
は
十
住
に
入
る
と
い
う
点
で
等
し
い
と
い
う
見

解
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
述
の
三
種
想
発
心
説
の
文
言
が
「
入
十
住
」

と
な
っ
て
い
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
要
す
る
に
、『
菩
提
心
義
』
の
著
者
の

意
図
は
初
発
心
の
位
を
初
住
と
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
教
証
と
し

て
諸
経
論
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、『
菩
提
心
義
』
と
同
じ
経
文
を
用
い
て
『
起
信
論
』
の

信
成
就
発
心
を
解
釈
す
る
文
献
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
元
暁
・
法
蔵
の
『
起
信
論
』

註
釈
書
で
あ
る
。
法
蔵
撰
『
大
乗
起
信
論
義
記
』（
以
下
、『
起
信
論
義
記
』）
は
、

元
暁
の
『
起
信
論
』
註
釈
書
に
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
（
（（
（

、『
起
信
論
義
記
』

に
は
元
暁
の
註
釈
書
と
共
通
す
る
解
釈
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
本
項
で
取
り

上
げ
る
信
成
就
発
心
の
解
釈
も
そ
の
一
例
で
あ
り
、
元
暁
と
法
蔵
の
註
釈
は
ほ

ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
項
で
は
法
蔵
の
『
起
信
論
義
記
』
を
引
用

し
説
明
す
る
。
な
お
、
元
暁
の
註
釈
書
に
お
け
る
該
当
箇
所
は
註
に
示
し
た
。

前
中
言w

一
万
劫q

者
、
謂
十
千
劫
修w

信
心q

成
就
也
。
仏
菩
薩
教
令
発
心

等
者
、
謂
発w

十
住
初
心q

也
。
如w

瓔
珞
本
業
経
云a

「
是
信
想
菩
薩
、
於w

十
千
劫a

行w

十
戒
法a

当i

入w

十
信
心a

入u

初
住
位n

」
釈
云
、
此
中

言w

入
初
住
位q

者
、
謂
十
住
初
発
心
住
位
也
。
以p

至w

此
位a

方
得w

不

退
信
心z

是
故
亦
名w

入
十
信
心z

非p

謂w

十
解
以
前
之
十
信q

也
。
何
以

知
者
、
仁
王
経
云
、「
習
種
性
有w

十
心a

已
超w

二
乗
一
切
善
地z

」「
此

習
忍
已
前
、
行w

十
善q

菩
薩
、
有p

退
有p

進
。
猶-e

如
軽
毛
随w

風
東
西z

雖i

以w

十
千
劫q

行u

正
道h

発
菩
提
心
乃
当w

習
忍
位z

」
以p

是
文
証
。

故
得p

知
也
（
（（
（

。

　

傍
線
部
は
、『
菩
提
心
義
』
と
同
様
の
経
文
を
引
い
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、『
起
信
論
』
の
「
一
万
劫
を
経
て
信
心
成
就
す
」
と
い
う
文
を
、『
瓔

珞
経
』
の
信
想
菩
薩
が
十
千
劫
に
お
い
て
修
行
し
初
住
位
に
入
る
と
い
う
経
文

と
同
等
と
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
起
信
論
』
の
信
成
就
発
心
は
、『
瓔
珞
経
』

の
「
入
初
住
位
」
と
等
し
い
。
さ
ら
に
、
現
行
の
『
瓔
珞
経
』
に
は
無
い
「
入

十
信
心
」
と
い
う
句
（
（（
（

に
つ
い
て
、
こ
れ
は
十
解
（
十
住
）
以
前
の
十
信
位
を
言

う
の
で
は
な
い
、と
釈
し
て
い
る
。そ
の
理
由
は
、『
仁
王
経
』
で
は
習
種
性
（
十

住
位
）
に
も
「
十
信
心
」
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、

最
後
に
『
仁
王
経
』
の
別
の
経
文
を
引
い
て
、
発
菩
提
心
は
習
忍
位
（
十
住
位
）

に
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
（
（（
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
菩
提
心
義
』
の
著
者
は
、
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上
述
の
元
暁
・
法
蔵
系
統
の
『
起
信
論
』
註
釈
書
に
影
響
を
受
け
、
長
耳
三
蔵

の
説
を
読
み
替
え
た
と
推
測
で
き
る
。

六
　
結
　
語

　

長
耳
三
蔵
の
思
想
は
、
紀
国
寺
慧
浄
の
『
法
華
経
纘
述
』
か
ら
、
後
代
の
文

献
へ
と
継
受
さ
れ
て
い
く
過
程
で
次
第
に
変
容
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、『
良

賁
疏
』
や
『
菩
提
心
義
』
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
説
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
て

文
言
を
改
め
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
改
変
が
行
わ
れ
た
原
因
は
、

時
代
が
下
る
に
つ
れ
引
用
の
原
典
が
忘
れ
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
長
耳
三
蔵
と

い
う
人
物
自
体
も
不
詳
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
引
用
し
続
け

ら
れ
た
の
は
、
長
耳
三
蔵
の
名
が
有
力
な
学
僧
の
著
述
に
引
か
れ
て
い
た
こ
と
、

加
え
て
西
方
の
異
国
僧
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

文
言
を
改
変
し
て
ま
で
引
用
す
る
例
が
生
じ
た
の
は
、
長
耳
三
蔵
の
名
の
下
に

説
か
れ
た
思
想
が
、
あ
る
種
の
権
威
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

本
稿
で
は
長
耳
三
蔵
と
呼
ば
れ
た
人
物
を
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

最
後
に
今
後
の
研
究
の
見
通
し
を
示
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
に
お
い
て
鍵

と
な
る
の
は
、
い
く
つ
か
の
文
献
で
は
、
長
耳
三
蔵
の
思
想
は
菩
提
流
支
や
真

諦
三
蔵
の
説
と
並
べ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
想
定

さ
れ
る
の
は
、
も
し
長
耳
三
蔵
と
い
う
異
国
僧
が
実
在
す
る
と
す
れ
ば
、
摂
論

学
派
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
長

耳
三
蔵
の
人
物
像
や
思
想
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
論
・
摂
論
教
学
と

の
関
係
を
包
括
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

註

（
1
）　

長
耳
三
蔵
を
那
連
提
耶
舎
と
同
定
す
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
山
口
弘
江
「『
維

摩
経
文
疏
』
所
引
の
「
普
集
経
」
に
つ
い
て
」（『
印
仏
研
』
通
号
一
〇
五
）、
お
よ
び
、

船
山
徹
「
長
耳
三
蔵
と
『
耶
舎
伝
』：
ナ
レ
ー
ン
ド
ラ
ヤ
シ
ャ
ス
と
の
関
わ
り
」（『
仏

教
史
学
研
究
』
五
六
─
二
）
が
あ
る
。

（
2
）　

大
正
一
四
・
五
三
七
頁
中
。

（
3
）　

続
蔵
一
─
二
八
・
四
六
二
丁
右
下
。

（
4
）　

大
正
三
八
・
五
八
三
頁
中
。

（
5
）　
『
維
摩
経
文
疏
』
の
成
立
年
代
は
、
佐
藤
哲
英
『
天
台
大
師
の
研
究
』（
百
華
苑
・
一

九
六
一
年
）
四
一
六
～
四
四
八
頁
、
参
照
。

（
6
）　

山
口
弘
江
「『
維
摩
経
文
疏
』
所
引
の
「
普
集
経
」
に
つ
い
て
」（『
印
仏
研
』
通
号

一
〇
五
）。

（
7
）　

船
山
徹
「
真
諦
の
活
動
と
著
作
の
基
本
的
性
格
」
八
五
～
八
六
頁
・
註
一
一
三
（『
真

諦
三
蔵
研
究
論
集
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
・
二
〇
一
二
年
、
所
収
）。

（
8
）　

大
正
六
二
・
五
頁
中
。

（
9
）　

大
正
五
一
・
一
七
五
頁
上
。

（
10
）　

大
正
三
六
・
一
一
六
頁
下
。

（
11
）　

大
正
五
一
・
一
六
九
頁
下
。

（
12
）　

駒
澤
大
学
蔵
『
華
厳
経
伝
記
』（
書
林
井
上
秋
閑
蔵
版
・
正
徳
元
年
）
巻
四
・
一
七

丁
左
。

（
13
）　
『
律
相
感
通
伝
』（
大
正
四
五
・
八
七
六
頁
中
）、『
法
苑
珠
林
』（
大
正
五
三
・
三
九

五
頁
上
）。

（
14
）　

大
正
五
三
・
三
九
五
頁
上
。

（
15
）　

元
の
普
瑞
は
、『
華
厳
懸
談
会
玄
記
』
巻
三
八
の
中
で
、『
演
義
鈔
』
の
「
長
耳
婆
羅

門
」
を
伝
写
の
誤
り
と
し
、
こ
の
人
物
は
釈
迦
弥
多
羅
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
続



初
唐
の
異
国
僧
│
│
長
耳
三
蔵
と
そ
の
思
想
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蔵
一
─
一
二
・
三
〇
五
丁
右
上
）。

（
16
）　
『
旧
唐
書
』
巻
八
四
、
列
伝
第
三
十
四
。

（
17
）　
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
巻
上
「
于
時
麟
徳
年
中
、
駕-w

幸
東
洛a

奉-w

謁
闕
庭a

還
蒙w
勅
旨a

令p

往w

羯
湿
弥
囉
国a

取w

長
年
婆
羅
門
・
盧
迦
溢
多z

（
大
正
五
一
・

一
頁
下
～
二
頁
上
）」

（
18
）　

釈
迦
弥
多
羅
の
年
齢
に
つ
い
て
、
道
宣
や
道
世
は
「
九
十
九
夏
」
と
し
、
慧
祥
撰
『
古

清
涼
伝
』
は
「
九
十
五
夏
」
と
す
る
。

（
19
）　

続
蔵
一
─
七
一
・
三
三
丁
右
上
。

（
20
）　

続
蔵
一
─
九
五
・
二
一
九
丁
左
下
～
二
二
〇
丁
右
上
。

（
21
）　

大
正
五
五
・
二
〇
頁
上
。
な
お
、『
出
三
蔵
記
集
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、『
仏
書

解
説
大
辞
典
』
巻
五
・
二
二
七
～
二
三
一
頁
（
出
三
蔵
記
集
の
項
目
、
林
屋
友
次
郎
稿
）

は
、
五
一
〇
～
五
一
八
年
と
し
て
い
る
。

（
22
）　

大
正
三
三
・
二
七
頁
中
。

（
23
）　

中
西
久
味
「
唐
の
紀
国
寺
慧
浄
撰
と
さ
れ
る
『
盂
蘭
盆
経
讃
述
』『
般
若
心
経
疏
』

に
つ
い
て
」（『
新
潟
大
学
人
文
学
部
・
人
文
科
学
研
究
一
二
二
号
』）、
金
炳
坤
「
紀
国

寺
慧
浄
の
『
法
華
経
纘
述
』
考
⑴
」（『
身
延
論
叢
』
一
五
号
）、「
紀
国
寺
慧
浄
の
『
法

華
経
纘
述
』
考
⑵
」（『
身
延
論
叢
』
一
七
号
）、
参
照
。

（
24
）　

金
炳
坤
「
紀
国
寺
慧
浄
の
『
法
華
経
纘
述
』
考
⑴
」
一
二
四
～
一
二
八
頁
、
同
「
法

華
章
疏
に
お
け
る
五
分
釈
の
展
開
」（『
印
仏
研
』
通
号
一
二
三
）、
参
照
。

（
25
）　

韓
国
・
宝
物
二
〇
六
号
、
松
広
寺
聖
宝
博
物
館
所
蔵
。
国
家
記
録
遺
産
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.m
em

orykorea.go.kr

）
か
ら
原
文
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
で
引
用
す
る
『
法
華
経
纘
述
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
こ
の
韓
国
・
宝
物
二
〇
六
号
の

版
本
に
基
づ
く
。

（
26
）　

金
炳
坤
「
紀
国
寺
慧
浄
の
『
法
華
経
纘
述
』
考
⑵
」
五
六
～
五
七
頁
、
参
照
。

（
27
）　

続
蔵
一
─
三
四
・
四
一
七
丁
右
上
。

（
28
）　FU

N
A

Y
A

M
A
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（
29
）　

大
正
三
三
・
三
八
七
頁
上
。

（
30
）　

韓
国
・
宝
物
二
〇
六
号
、
巻
一
・
二
七
丁
右
～
二
八
丁
右
。

（
31
）　

続
蔵
一
─
三
四
・
三
〇
〇
丁
右
下
～
三
〇
一
丁
左
上
。

（
32
）　

吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』
に
は
「
有
人
言
、
如
是
者
有w

三
種z

一
、
就p

仏
。
二
、
就

p

理
。
三
、
就w

阿
難z

（
大
正
三
四
・
四
五
四
頁
中
）」
と
あ
る
。『
理
趣
分
述
讃
』
の

三
種
は
仏
・
理
・
人
で
あ
り
、『
法
華
義
疏
』
の
説
は
第
三
を
阿
難
と
す
る
点
で
異
な

る
が
、
そ
れ
以
下
の
説
明
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
円
測
や
法
蔵
、
あ
る
い
は

『
理
趣
分
述
讃
』
以
外
の
基
の
著
作
で
は
、
長
耳
三
蔵
の
説
は
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に

よ
っ
て
釈
す
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
法
華
義
疏
』
と
『
理
趣
分
述
讃
』
の
説
は
一

般
的
に
普
及
し
た
長
耳
三
蔵
説
と
は
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
長
耳
三
蔵

説
と
さ
れ
る
「
如
是
」
解
釈
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
。

（
33
）　

続
蔵
一
─
三
四
・
三
〇
二
丁
左
下
。

（
34
）　

韓
国
・
宝
物
二
〇
六
号
、
巻
一
・
九
丁
右
。

（
35
）　

大
正
三
三
・
三
六
三
頁
下
。
ま
た
、
註
三
三
に
示
し
た
『
解
深
密
経
疏
』
も
同
様
の

説
を
引
く
。

（
36
）　

韓
国
・
宝
物
二
〇
六
号
、
巻
二
・
二
丁
右
。

（
37
）　

韓
国
・
宝
物
二
〇
六
号
、
巻
二
・
二
五
丁
左
。

（
38
）　

船
山
徹
「
真
諦
の
活
動
と
著
作
の
基
本
的
性
格
」
八
五
～
八
六
頁
・
註
一
一
三
、
参

照
。

（
39
）　
『
永
超
録
』
大
正
五
五
・
一
一
四
九
頁
下
、『
義
天
録
』
大
正
五
五
・
一
一
七
〇
頁
下
。

（
40
）　

遇
栄
の
生
存
年
代
に
つ
い
て
は
、『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
巻
八
・
三
八
八
頁
（
仁
王

経
疏
法
衡
鈔
の
項
目
、
佐
伯
良
謙
稿
）、
参
照
。『
法
衡
鈔
』
の
撰
号
は
「
唐
遇
栄
集
」

だ
が
、『
盂
蘭
盆
経
疏
孝
衡
鈔
』
の
序
文
に
は
「
宋
公
演
大
師
遇
栄
」
と
あ
り
、『
仏
書

解
説
』
は
後
者
を
支
持
す
る
。

（
41
）　

続
蔵
一
─
四
一
・
六
七
丁
右
下
。

（
42
）　

大
正
五
五
・
五
四
八
頁
上
。
ま
た
、『
続
高
僧
伝
』
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
る
（
大

正
五
〇
・
四
三
三
頁
上
）。

（
43
）　

例
外
と
し
て
、
神
泰
撰
『
俱
舎
論
疏
』（
続
蔵
一
─
八
三
・
三
一
一
左
下
）、
栖
復
撰

『
法
華
経
玄
賛
要
集
』（
続
蔵
一
─
五
三
・
二
九
四
右
上
）
に
引
用
さ
れ
る
学
説
が
挙
げ
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ら
れ
る
。

（
44
）　

こ
の
「
通
因
」
の
説
明
は
、『
勝
鬘
経
』
自
性
清
浄
章
の
「
世
尊
。
如
来
蔵
者
、
無w

前
際q

不
起
不
滅
法
、
種w

諸
苦a

得p

厭p

苦
、
楽-w

求
涅
槃z

（
大
正
一
二
・
二
二
二
頁

中
）」
に
基
づ
く
。

（
45
）　

青
瘀
想
を
指
す
か
。
た
と
え
ば
、『
成
実
論
』
不
浄
想
品
に
は
「
又
此
行
者
以w

青
瘀

等
想q

壊w
一
切
身z

以w

壊
身q

故
不p

生w

貪
欲z

又
亦
現
見w

青
瘀
等
色z

問
曰
、
若w

実
未o

青
、
何
故
見p
青
。
答
曰
、
行
者
以w

信
解
力a

取w

此
青
相q

見w

一
切
色q

皆
為w

青
瘀z

（
大
正
三
二
・
三
五
〇
頁
上
）」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
種
想
発
心
説
の
文
脈
で

は
、
青
で
な
い
も
の
の
中
に
仮
に
青
の
想
を
見
る
と
い
う
不
浄
観
を
、
凡
位
に
あ
り
な

が
ら
仮
に
菩
提
の
想
を
見
る
仮
想
発
の
譬
喩
と
し
て
用
い
て
い
る
。

（
46
）　

韓
国
・
宝
物
二
〇
六
号
、
巻
一
・
二
七
丁
右
。

（
47
）　

大
正
三
三
・
三
八
七
頁
上
中
。
な
お
、
本
論
で
引
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
大
正
蔵
の

甲
本
（
宝
寿
院
蔵
本
・
平
安
時
代
写
本
）
に
依
拠
す
る
。
原
本
（
大
谷
大
学
蔵
本
）
と

字
句
の
異
同
が
あ
る
場
合
は
、
該
当
文
字
の
横
に
記
し
て
い
る
。

（
48
）　

大
正
三
三
・
四
六
五
頁
上
。

（
49
）　
『
仁
王
経
』
の
行
位
に
つ
い
て
は
、
羅
什
訳
で
は
伏
忍
の
三
十
心
を
「
十
信
・
十
止
・

十
堅
心
」
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、『
瓔
珞
経
』
の
行
位
と
の
対
応
が
問
題
と
さ
れ
た
。

一
方
、
不
空
訳
で
は
こ
の
偈
文
は
「
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
」
と
改
め
ら
れ
、『
瓔
珞
経
』

の
行
位
と
の
会
通
が
図
ら
れ
て
い
る
。
良
賁
が
長
耳
三
蔵
説
を
引
用
し
解
釈
す
る
経
文

は
、
伏
忍
位
に
入
る
前
の
発
心
を
説
く
文
脈
な
の
で
、
不
空
訳
に
基
づ
く
な
ら
、
当
然

十
住
位
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
解
釈
の
余
地
は
な
い
と
言
え
る
。

（
50
）　

大
正
七
五
・
四
七
七
頁
下
。

（
51
）　

大
正
三
三
・
四
六
五
頁
上
。

（
52
）　
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
十
三
住
と
『
仁
王
経
』
の
行
位
を
対
応
さ
せ
る
説
は
、『
円
測
疏
』

に
も
見
え
る
。
た
だ
、
円
測
の
解
説
は
簡
略
で
あ
り
、「
依w

善
戒
経
・
瑜
伽
四
十
七a

菩
薩
地
開
為w

十
三
住z

一
者
種
性
。
二
者
解
行
。
十
地
為p

十
。
仏
地
為p

一
。
即
名w

十
三z

如p

此
等
文
、
不p

可w

具
述z

（
大
正
三
三
・
三
八
六
頁
下
）」
と
す
る
の
み
で

あ
る
。
一
方
で
、『
良
賁
疏
』
で
は
よ
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
、『
円
測
疏
』
の
説
明
で
は

不
明
瞭
だ
っ
た
種
性
住
・
解
行
住
の
行
位
に
つ
い
て
、
種
性
住
を
十
善
位
、
解
行
住
を

伏
忍
に
配
当
す
る
説
を
提
示
し
て
い
る
（
大
正
三
三
・
四
六
四
頁
中
）。

（
53
）　
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
巻
九
・
四
二
一
～
四
二
二
頁
（
菩
提
心
義
の
項
目
・
水
野
弘

元
稿
）、
参
照
。『
菩
提
心
義
』
の
著
者
を
潜
真
と
す
る
説
は
、
古
く
は
杲
宝
（
一
三
〇

六
～
一
三
六
二
）
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
（
大
正
七
七
・
八
二
〇
頁
中
）。

（
54
）　

大
正
四
六
・
九
八
七
頁
中
。

（
55
）　

大
正
三
二
・
五
八
〇
頁
中
。

（
56
）　

大
正
二
四
・
一
〇
二
一
頁
中
。
後
述
す
る
が
、「
当
入
十
信
心
」
の
部
分
は
、
現
行

の
『
瓔
珞
経
』
で
は
「
当
入
十
住4

心
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
57
）　

後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
は
元
暁
・
法
蔵
の
註
釈
書
を
引
用
し
て
い
る
た
め
、
こ

こ
で
い
う
『
仁
王
経
』
と
は
、
羅
什
訳
『
仁
王
経
』（
大
正
八
・
八
三
六
頁
中
）
で
あ
る
。

（
58
）　

大
正
四
六
・
九
八
七
頁
中
。

（
59
）　
『
起
信
論
義
記
』
と
元
暁
の
註
釈
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
吉
津
宜
英
『
華
厳
一

乗
思
想
の
研
究
』
第
七
章
「『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
成
立
と
展
開
」、
参
照
。

（
60
）　

法
蔵
撰
『
起
信
論
義
記
』（
大
正
四
四
・
二
七
八
頁
中
下
）。
ま
た
、
元
暁
撰
『
起
信

論
疏
』（
大
正
四
四
・
二
一
九
頁
下
～
二
二
〇
頁
上
）、
元
暁
撰
『
起
信
論
別
記
』（
大

正
四
四
・
二
四
〇
頁
中
）
に
も
同
様
の
註
釈
が
あ
る
。

（
61
）　

現
行
の
『
瓔
珞
経
』
で
は
、「
是
信
想
菩
薩
、
於w

十
千
劫q

行w

十
戒
法a

当p

入w

十

住
心z

（
大
正
二
四
・
一
〇
二
一
頁
中
）」
と
あ
る
。『
元
暁
疏
』
は
「
是
信
想
菩
薩
、
於w

十
千
劫q

行w

十
戒
法z

当i

入w

十
住
心a

入u

初
住
位n

（
大
正
四
四
・
二
二
〇
頁
上
）」

と
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
考
え
て
十
信
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

（
62
）　
『
起
信
論
義
記
』
に
は
「
信
成
就
発
心
者
、位
在w

十
住a

兼
取w

十
信z

（
大
正
四
四
・

二
七
八
頁
上
）」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
（
元
暁
撰
『
起
信
論
疏
』
の
該
当
箇
所
は
、
大

正
四
四
・
二
一
九
頁
下
～
二
二
〇
頁
上
）。
こ
れ
は
、
信
成
就
発
心
は
信
心
を
修
習
す

る
と
い
う
行
に
よ
っ
て
初
住
に
入
る
た
め
、
位
と
し
て
は
十
住
位
で
あ
る
が
、
行
と
し

て
は
十
信
を
兼
ね
る
こ
と
を
意
味
す
る
。


